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 現在は登録語数 114,957 語の Utf-8 版が公開されている。 


















    相言類：「な」を伴って連体修飾成分となる（優秀・最後） 
    用言類：「する」を伴ってサ変動詞となる（計画・注意） 
    副言類：そのままで連用修飾成分となる（全然・絶対） 
    結合類：右に挙げた四つの類のどれにもあてはまらず，必ず接辞等と結合して 
用いられる（積極・合理） 



























 ComeJisyo の見出し語 7,194 語のうち，「-性」を含む複合語（病名）は 1296 語であった。
語構成要素別にみると，異なりで 343 種，のべ 1483 という結果となった。頻度上位 20 位
までの例を示したものが表 1 である。 
 
表 1 ComeJisyo における「-性」（上位 20 位まで） 
順位 語構成要素 頻度 
1 先天性 395 
2 多発性 151 
3 急性 52 
4 慢性 51 
5 麻痺性 16 
5 悪性 16 
7 外傷性 15 
8 髄膜炎菌性 14 
9 特発性 13 
10 結核性 12 
10 溶血性 12 
10 帯状疱疹性 12 
13 一過性 11 
13 癒着性 11 
13 中毒性 11 
16 びまん性 10 
16 脳性 10 
16 嚥下性 10 
16 痙性 10 
20 転移性 9 
20 周期性 9 
20 再生不良性 9 
20 肥大性 9 
 
最も用例数が多かったのは「先天性」であった（395 例，30.4％）。次に「多発性」（151 例，









 次に，「-性」の前要素（結合語基）を，品詞類別に集計したものが表 2 である。 
 最も多いのが体言類で，相言類と用言類が同程度，次いで結合形態となり，副言類はほと
んど観察されなかった。水野（1985）の調査3では，連体用法の用例 80 例のうち，31 例









表 2 品詞類別集計 
品詞類 語例数 割合 例 
体言類 173 50.4% 外傷性，脳性，アルコール性，結核性 
相言類 69 20.1% 再生不良性，単純性，低血糖性，異常性 
用言類 69 20.1% 麻痺性，転移性，感染性，妄想性 
副言類 1 0.3% 絶対性 
結合 31 9% 先天性，後天性，一過性，アセトン血性 





複数の「-性」が連続する語が見られる。このような例は 170 語（全体の 13％）あった。表
3 では，頻度上位 10 位までの語構成要素と，それぞれどの程度語頭に来ているかについて




表 3 一語内に複数表れていた「-性」（上位 10 位まで） 
順位 語構成要素 頻度 語頭の頻度と割合 
1 先天性 32 16（50.0％） 
2 多発性 26 8（30.7％） 
 




3 慢性 24 22（91.6％） 
3 急性 24 21（87.5％） 
5 びまん性 10 2（20.0％） 
6 溶血性 8 0（0.0％） 
7 周期性 6 0（0.0％） 
7 特発性 6 5（83.3％） 
7 再生不良性 6 0（0.0％） 














































ない「性」を除外し，また，1995 年以降の資料に限ったが，10,430 例と，ComeJisyo の調
査結果に比べると用例数に大きく差が出てしまった。そのため，以降では割合を中心に記述
していく。 










表 4 「図書館・書籍サブコーパス」における「-性」（上位 20 位） 
順位 語例 頻度 
1 可能性 1624 
2 必要性 277 
3 重要性 222 
4 慢性 185 
5 危険性 172 
6 人間性 137 
7 安全性 126 
8 急性 114 
9 生産性 112 
10 多様性 96 
11 必然性 95 
12 感受性 94 
13 放射性 82 
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14 正当性 74 
15 特殊性 65 
16 動物性 63 
16 複雑性 63 
18 方向性 60 
19 有効性 59 
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